○高知市立市民図書館資料利用規則
	(昭和41年10月10日教育委員会規則第4号)
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(目的)
第1条　この規則は，高知市立市民図書館における図書館資料(以下「資料」という。)の利用に関し必要な事項を定めることを目的とする。
(貸出資料の範囲)
第2条　貸出の用に供する資料は，他の図書館奉仕に支障のない範囲で高知市立市民図書館長(以下「館長」という。)が定める。
(館内利用)
第3条　館内で資料を利用しようとする者は，別に定める資料利用票に所定の事項を記入して借り受けなければならない。
(貸出を受けることができる者)
第4条　次の各号のいずれかに該当する者は，資料の貸出を受けることができる。
(1)　本市に住居を有する者
(2)　本市に学籍又は勤務先を有する小学生以上の者
(3)　本市に所在する官公署，学校，社会教育団体，会社等で館長が適当と認めた者
2　前項各号のいずれかに該当しない者でも図書館奉仕に支障のない範囲で，館長が別に定めるところにより資料の貸出を受けることができる。
(登録及び利用カードの交付)
第5条　資料の貸出を受けようとする者は，館長の定めるところにより登録を行い利用カードの交付を受けなければならない。
2　前項の登録をするときは，住所を証明するに足るものを提示しなければならない。ただし，中学生以下の者については，これを省略することができる。
3　利用カードの有効期間は，交付の日から1年間とする。ただし，県市共通利用カード(高知県立図書館及び高知市立市民図書館の共通利用カードをいう。)については，3年間とする。
4　利用カードの有効期間が満了したときは，速やかにこれを返却しなければならない。
(同時貸出の冊数)
第6条　同時に貸し出すことのできる資料は，図書にあつては10冊以内とする。その他の資料については館長が別に定める。
(貸出期間)
第7条　資料の貸出期間は，次のとおりとする。
(1)　一般図書については，14日以内
(2)　館長が指定した特に利用度の高い図書については，7日以内
(3)　前2号以外の資料については，館長の定めるところによる。
(利用カードの紛失届及び再交付)
第8条　利用カードを紛失した場合は，直ちに紛失届を提出しなければならない。
2　前項の規定により届出のあつた者の利用カードはその効力を失うものとし，再交付については別に定める。
(利用カードの譲渡及び貸与の禁止)
第9条　利用カードは，他人に譲渡し，又は貸与してはならない。ただし，同居家族に限り館長が認める場合は，代理人貸出を受けることができる。
(貸出文庫)
第10条　貸出文庫は，本市の学校，公民館，PTA，読書会，子供会，その他館長が適当と認めた団体に対してその申込みにより貸出するものとする。
2　貸出文庫は，別に定めるところにより団体責任者が申し込み，館長の許可を得て借り受けるものとする。
3　貸出文庫の利用期間は，館長が定める。
(自動車文庫)
第11条　自動車文庫は，館長が適当と認めた地域，職域等を巡回して資料の貸出又は閲覧を行うものとする。
2　自動車文庫を利用しようとする者は，第5条第1項及び同条第2項による手続を経なければならない。
3　自動車文庫の資料の返納日は，その資料の貸出に係る駐車場に次回に自動車文庫が駐車するときとする。
(損害弁償)
第12条　資料を亡失し，又は破損した者は，館長の指定するところにより，指定の資料を代納するか，又は相当の代価を弁償しなければならない。第5条第3項の規定により有効期間が満了した利用カード若しくは第14条の規定により無効となつた利用カードの返却又は利用カードの紛失の届出が遅れたことにより，あるいは譲渡又は貸与によつて生じた損害についても同様とする。
(資料貸出の停止又は禁止)
第13条　資料を亡失し，若しくは破損した者又は資料の返納の遅れた者その他この規則に違反し，又は不都合な行為のあつた者に対しては，資料の利用を停止し，又は禁止することがある。
(利用カードの失効及び停止又は禁止)
第14条　前条の規定により資料の利用を禁止された場合又は第4条の規定に該当しなくなつた場合は，その者の利用カードは，その日から効力を失う。無効になつた利用カードは，速やかに返却しなければならない。
(登録事項の変更届)
第15条　第5条第1項の規定による登録事項及び第10条第2項の申し込み事項に変更のあつた場合には，その変更のあつた日から7日以内に届け出でなければならない。
(督促に要する経費の負担)
第16条　貸出資料の返納が所定の期日までになされなかつたときにおける督促に要する経費は，督促を受けた者に負担させることができる。その額は，館長が定める。
附　則
1　この規則は，昭和41年11月1日から施行する。
2　高知市立市民図書館図書貸出規則(昭和27年高知市規則第5号。以下「貸出規則」という。)高知市立市民図書館図書貸出保証金保管規則(昭和27年高知市規則第6号。以下「保証金保管規則」という。)及び高知市立市民図書館児童図書貸出規則(昭和32年高知市教育委員会規則第4号。以下「児童貸出規則」という。)は，この規則施行の日から廃止する。
3　この規則施行の際，現に廃止前の貸出規則及び児童貸出規則により図書の貸出及び図書貸出券の交付を受けている者については，この規則による図書の貸出及び貸出券の交付を受けている者とみなす。
4　廃止前の貸出規則及び保証金保管規則により納入した保証金の返還ならびに保管については，なお従前の例による。
5　この附則に定めるもののほか，この規則の施行に関し必要な経過措置は，館長が定める。
附　則(昭和43年1月20日教育委員会規則第2号)
	

	


この規則は，公布の日から施行する。
附　則(昭和43年4月1日教育委員会規則第3号)
	

	


この規則は，公布の日から施行する。
附　則(昭和44年10月4日教育委員会規則第1号)
	

	


この規則は，公布の日から施行する。
附　則(平成9年3月11日教育委員会規則第5号)
	

	


この規則は，公布の日から施行する。
附　則(平成18年4月1日教育委員会規則第10号)
	

	


この規則は，公布の日から施行する。
附　則(平成22年2月1日教育委員会規則第3号)
	

	


この規則は，平成22年2月16日から施行する。
附　則(平成25年7月1日教育委員会規則第9号)
	

	


この規則は，公布の日から施行する。
